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1
」

" 式=各
( 2 )

{ x
- 16 y t 10 = - 8 y

5 x - 14 = - 8 y

⇒く
x - 8 y = -

105 x + 8 y =
14

① +② より

6 x = 4 ∴ x = 5
mm

x = を ① に 代入 して
2

- 8 y =
- 10 -

5

=y
= 4
m～

( 3 ) x
- Y = (xty )(x - y )

x =√15 + √5
. y 5 - √5 を 代入 して

(成 +√5 + 5- √5) (成+√ 5- √5 +√5 )
= 25 × 2√5

? 2N75 ×
2√5 = 4 ×√5 ×3 ×√5

= 203 = 20 √3
w



(4 ) ax tby = 1 ⇐ y = - qx + b
切 片 7 0 より

八
右上 り B 70

0 切 今 7 0
よって b は 正 の数
mm

グラフは 右上 りで

傾 きは 一告 ,
b 70

より A は 負 の 数
m

よって 穴

( 5 ) 箱 A の 3 枚 から 2枚選 ぶ 方法 は 3通り

箱 の 3 枚 から 枚選 ぶ 方法 は 3通りの
よってカ ー ドの 取り 出 し 方 は 全部 で

3 × 3 = 9 通り
mm

b は 2 番 目 に 小 さい 数 なので、

b = 2
.

3
.

4
.

6

のいずれかである
。

① b = 2 のとき
～
a = 1 なので

, @C =②
～

C は 箱 A から 選 ぶので
C

= 4 ,
6

の 2 通りmm



② b = 3 のとき
mmm

a は 箱 A の 中 から 選 ぶので a = 2

:
.
ac

= ③C

C は 3 の 倍数 でかつ 箱 A から 選ぶので
C = 6 の 1 通り
m

③ b = 4のとき～

bac =aC -@
c

したがて
,

AC は 素因数 2 が 2 つ 以 上必要
であるが 箱 A は 2

.

6
.
箱 B は 奇数 なので

いずれを選 んでも
。
素因数 2 が 2 っ 以上 ない

。

したがて 不適

④ b = 6 α とき
～

c = 9 なので e
=

a =②a～m

残 り 1 枚 は 箱 A から 選 ぶので
,

a = 2
,

4 の 2通り
m

よって@
c
が 自然数 となる 取 り 出 し 方 は 5 通 りmm

求 める 確率 は悲



( 6 ) 215 cm 以 上 220 cm 未満 のサッカ ー 部員 の

人数 を x 人 とおくと
、
バレ ー 部員 の 人数 は

(x - 3 ) 人 である
。

またこの階級 の相対度数 が 等しので

32 ⑪ =
20 x = 32 (x - 3 )

- 12 x = - 96

x = 8

よって 215 cm 以上 220 cm 未満 のサッカ ー 部員 は 8然

( 7 ) m = 10 a t b とお ∠ ( a : 1 ～ 9
,
b : o ～ 9 )

n = at b より

I " n - 2 m = 11 (atb ) - 2 ( 10a + b )
= 1 " a t llb - 20 a - 2 b

=
- 9 a + 9 b 2 9 ( - atb)

= 9 ( b-
= 9 ( b - a )

9 * が 50 以 上 60以 下 となるのはロ =コ

よっ

- a = 6 ⇒ b = at 6

a は 1 ～ 9
,
b は 0 ～ 9 なので

a = 1 のとき b =7 ⇒ m = 17
mm

a = 2 のとき b = 8 ⇒m = 28mm
a = 3 のとき b = 9 ⇒ m = 39

～m



( 8 )
y = x~

点 A は Y = ☆ x のグラフ

( 0
, t た ) 上 にあるので

↓
A ( t

, 5t = )
→→ ( t

. ,す t )
( t . じ t り 2tー章 よって

y = Bx - 1

B ( - t
, Bt ) ,

c ( o
, Bt )

～
2 t
/

したがて

BA = t - ( - t ) = 2 t cm
rm

ロ ABCD は 平行 四辺形 なので DE = BA

したがって
D の x 座標は- 2 t

点 D は Y = ③ x - 1 のグラフ 上 にあるので

D ( - 2 t
.

- 5 t - 1 )
.

E ( o - 5 t - )
したがて

,

CE = ☆ t ー ( - ③ t - 1 )
t = -2

= Btt 5 t 1
= 1 ±o

CE = 4 cm なので …
t 7 0 より

Itt 5 tt 1 = 4 t = - 1tTommm
t 2t - 9 = 0



2
.

(り 直径 が A cm なので 、半径 は② cm 。 よって

円 O の 面積 は

I π= @ ' πomm
( 2 )

L ABC と L COG に

おいて
,

EC // AB より錯角 が

7 等 しので
⑧

∠ BAC = LOCG 一凸
」 ⑪

仮定 より

) 450 LABC = 90 ー ⑨
フ O DEC は LDEC = 900

の 直角 = 等辺三角形 より
∠ CDF = 45 ー回

FC に 対 して LCDF は

円周 角
,

∠ CO F は 中 心角 なので
LCOF = 2 LCDF

= 90ー②
①

.

② より

LABC = LCOF = 90 ー 砂



⑦
.

⑨ より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しので
OABCS O COG (証明終 わり )

( 3 )

①

DABC で 三平方 の 定理
より

√Λ 5 AC =√ 3 + 5ー

「 \
ー喂 = √4 cm

よって

OC =

2⑪ cm

( 2 ) より O ABCC∞ L COG

なので 対応 する 辺 の 比

は 等 しから

BC : OG =AB:
m

5

よって

s 0 G==照



②

DOFEC

へ = O COG - O FEG
5 ( 3 ) ① より

) \ OG =

5cmベーエ
なので

OCOG= ,5 × 車
=

12

ー

85罄
DCOG と O FE G は

2組 の 角 がそれぞれ
等 しいので O COG S O FE G

( 2 ) より O ABC ∞ O COG なので

OABCS O FEG

OF は 円 σ の 半径 なので

OF = OC = 彗
よって

F G = OG - OF

=-照



よって
AB : FE =AC :

FC 線
√ FE = 4 ∴ FE =

1

また

AB : FE = BC : EC

τ 53

3 EG = 5 : . EG =5

よって O FEG の 面積 は

1 × 5 × 王 = 5 cm

以 上 より

ロ OFE C = O COG - OFEG

=

,
85

-

0
⑤

2
=降～



3

い ) *
①

10 10

1 1
てー 4へ
。

EFL
8～mーー。 OAE で 三平方 のM

ー
1√

定理
☆=√102 -ーm

=
ュ21

よ
。 て

,
O DEF の 面積 は

8 × 2√21 × 1 = 8ommm

②

ー 6
ー 2

、

A
応

。E彡^ D

}
O A B で 三平方 の 定理v

よりノ
AB =√ 102 tー

点
、

。
√ = 236cmmmm



GHIN CA より
ー 6
.

ー 2

\
BG : GC = BH :HAノ 2

√∞ よて

BH : HA = 1 に 3
～

ー
”

よって

BH = # AB

=⑪mn
③

H ①、③ ー 足 左国 のように
,
BI と AD の

ー
フ 5 延長線 の 交点 をとするP^ミフ

つ DH 1 B よりP
D
ー I

E
0

p
AH : HB = AD :
Dβ

P

よ
。 て D = 1cmP

m

O DI ∞ O E IB なので”

( DH / LB より ∠ DLI = LEBI 対頂角 で
∠ DIL = ∠ E IB )

D - EB = DI :EINGmP
∴ DI : EI = 10bmL

lom

D E = 10 cm より

DI = # × 10 = 5m



( 2 )

①
KJ / AD 11 BE より

ー 8
く . AK : KB = DJ:o

よって/
< ー③ AK : KB = 2 : 3

～

ノ LK 1/ CB より 同位
ー②

ー 角 が 等 しので
6 DAKLC ∞ OABC

ー

10
' 対応 する 辺 の 比 は

等 しので

AK : AB = LK :cBs～② 8

∴ . 5 LK =16 ⇒ Lk=
② 難問
斜 めに 切断 された 三角柱
⇒ 切 頭 三 角柱 の 公式 を 用 いる

!
…

{ ; /"ー 面積 s

体積 = S×③



/1 T 左国 のように 各辺 の
⑧

リ 中点 に Q. R
,

S
,
T を

とる

このとき
,

=等辺
1

三 角 形 の 性質 から

∠ LQ T = LQTC = 900

したがて
,
OQ ST を滋 $

底 面 と 考 えると
立体 QST - LFC

,

立体 Q S T - KEB

はそれぞれ 切頭 三角柱である

立体QST LF C の体積

= 0 QST ×

Lα⑪
立体 QST - KEB の 体積

= OQ STX
QKTB

3

したがって
,
立体 KEB - LF C の 体積 は

OQST
⑮- OQSTYQKTBSE

3

tas- Fc
～

体 ∝ ST - KEB
十

= LQSTX 1 LQ
+ QK I CTTTB T FSTSE
～mm )3



= OQST ×* )
/1

00
T

リ Q T

A ⑧ }
@.
.

,

D s1,③÷

(2 ) ① より… DJ : JE = 2 : 3
⑪

上のノ
ーの
/

なので

DR : RS = 2 : 3
～m

1OPRJSO DSE F り DJ : DE = DR : DS ): . DR : D S = 2 : 5 ⇒ DR : RS = 2 :
3

( 1 ) ① より D S =
2②1 cm なので

RS = 5 x 2②1 =⑤√21 cm

したがて

OQ ST = 5 × ⑤ BI × 1 = 3f1 cm



よって
、 求 める 体積 は

OQST ×* )
= ()⑪
= 19歳3河

=m


